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船作りを題材にした算数の授業案の開発と実践

宮原里奈1，愛木豊彦2

　現代では，与えられた課題の解決だけではなく,自ら問題点を見つけ,その解決に向か
い主体的に行動していく姿勢が,重要であると考える。そこで今回,ある一つの目標に向
かい，試行錯誤して考えていくことを重視し，授業を行うことにした。その際，自ら問
題を発見し,解決していくことの重要性が感じられることをねらいとして教材開発を行っ
た。本稿では,2008年の 7月末に行った実践の内容と結果について報告する。

＜キーワード＞　問題解決，ポンポン船，立体づくり

1.はじめに
　本年改訂された小学校学習指導要領算数科
[1]の目標は，「算数的活動を通して」という文
言で始まる。現行の学習指導要領算数科目標
にも「算数的活動」という文言はあるが，今
回，文頭にきたということは，より算数的活
動が重視されたということである。なお，こ
こでいう「算数的活動」は，「児童が目的意識
をもって主体的に取り組む算数にかかわりの
ある様々な活動」を指す（[1]）。
　このように算数的活動がより重視された背
景には，様々な国際調査の結果がある。例え
ば，PISA（OECDの学習到達度調査）2003年
調査 [2]によると，算数を楽しいと感じる児童
の割合がOECD平均より低い。これは,児童
が，授業等の活動や日々の生活の中から，自
ら問題点を見つけ，算数の考え方を用いてそ
れらを解決しようとする機会が少ないためで
はないだろうか。
　このような状況を改善するために,算数的
活動がより重視されるようになってきたので
はないかと考えられる。そこで,児童自身が課
題をみつけていくことに重点を置き,さらに自
身の考えや周りの意見を取り入れながらその
解決に取り組んでいけるような授業はできな

いだろうかと考えた。
　また，本講座を受ける児童は普段の授業の
中で算数を学んでいる。しかし高学年になる
と，学んだ算数の知識を活かすことのできる
機会は，あまりないのではないかと考えられ
る。そこで，算数を学ぶというよりも，学ん
できた算数の考え方を児童が自分なりに活用
できる場面をできるだけ多く設定した。
　以上をふまえ，児童が主体的に取り組める
ことと，既習内容を活用できることを大切に
し，教材開発を行った。次節で講座の概要を
述べる。

2.講座の概要
　 2.1.題材
　今回の実践では，ポンポン船（写真１）を
作るという題材を扱った。

写真１
1岐阜大学大学院教育学研究科
2岐阜大学教育学部

60



岐阜数学教育研究 61

　ポンポン船（[3]）は，熱エネルギーを運動
エネルギーに変える「熱機関」の原理によっ
て動く。また，ポンポン船は船体とエンジン
からなり，そのエンジンはアルミパイプとろ
うそくから作ることができる。
　題材を決める際，まずなによりも，児童が
楽しんで授業に臨めるようなものにしたいと
考えた。そこで，児童が興味・関心を抱きそ
うなポンポン船という動く船を取り上げるこ
とにした。また授業内容は，児童が主体的に
取り組めるようなものにしたいと考えた。そ
して，前節で述べたように本講座では，学ん
できた算数の知識を活かす場面を提供するこ
とを重視する。そのため，第３節で示すよう
に，ポンポン船作りの様々な場面で既習事項
を活用できることも，この題材に決めた理由
の一つである。
　これとは別に，振り返りの場面でも，自分
たちが身につけている算数的な見方や考え方
を活用できると考えた。児童が主体的に活動
を行うことができれば，その過程を周りの人
達に伝えたくなるのではないだろうか。そし
て，それを分かりやすく伝えようとするため
には，図や表，グラフなどを用いればよい。
このような活動の中からでも，普段の学習か
ら得た算数の良さを実感して欲しい。
　 2.2.授業のねらい
　以上をふまえ，本授業のねらいを次の 3つ
にした。

(a) 目的意識をもち,主体的に船を作ること
ができる。

(b) これまでに身に付けた知識・技能を,活
用しようとすることができる。

(c) 自分の考えや意見を相手にわかりやす
く伝えることができる。

　 2.3.授業の流れ
＜ 1日目＞
1⃝組分け：授業者は，参加児童を学校や学年
を問わず 7，8人を 1組とする 5組に分け，活
動しやすいように,その組をさらに3つの小グ

ループに分ける。
2⃝内容説明：授業者は，ポンポン船が走る仕
組みを話した後,走っている様子を見せる。そ
して,これから 2日かけて,自分たちだけの船
を作っていくのだということを説明する。
3⃝見本と同じ船の作成：参加児童は，船の作り
方を理解するために，組ごとに教室に分かれ,
全員が同じ形の船を作る。そのために， 2⃝で
提示したものと同じ船を小グループに１つず
つ用意する。そして，作ったものを実際に走
らせる。ここでの観察の目的は，同じように
作ったものでも走り方が仲間の船と同じとは
限らないため,何が違うのか,どうして変わっ
ているのかについて考えることである。
4⃝組ごとに目標決め：児童は，午前中に観察
した船の様子から分かったことをもとにして，
どのような船を作っていくか，組ごとに目標
を立てる。
5⃝目標に向かっての船の作成：児童は，組ごと
に立てた目標に向かい,船を作る。このとき,
着目する点は船の形やコイルの巻数，ろうそ
くの本数など児童によって様々であろう。本
講座では，工夫する点を全体として統一する
ことはしなかった。それは,着目する点を自由
にすることで,全員がなんらかの問題点を見
つけることができ,その解決に取り組みやす
くなるのではないかと考えたからである。こ
れは,ねらい（a）の実現を意図している。
6⃝意見交流：船を作る際に困っていること,仲
間にアドバイスをもらいたいと思っているこ
とを,組の中で交流する。これは,ねらい（c）
の実現を意図している。
＜ 2日目＞
7⃝船作りの最終調整：児童は，1日目の意見
交流を活かして,目標に向かい,船作りを続け
る。また,授業者は体育館に専用コースとプー
ルを用意し,児童がより広い場所で，船の動き
を観察できるようにしておく。
8⃝発表会：児童は，どのような船を作ったの
か,工夫した点を模造紙にまとめ,発表会を行
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う。全員が一言は必ず話すようにし,発表の後
にはそれぞれが作った船を,全体の前で実際に
走らせる。これは,ねらい（c）の実現を意図
している。
　そして全体を通して，積極的に算数の考え
方を使えるよう，差し金や工作用紙などのい
ろいろな補助道具を用意した。これは，ねら
い（b）の実現を意図している。

次に，ポンポン船作りの過程において，活
用できる既習事項とその場面を以下に列挙す
る。なお，既習事項で示す学年は，[1]に従っ
ている。
・3⃝において，授業の初めに提示する見本の船
(写真１)を観察し，その立体が，様々な形を
した面からなることに気づくことができる。
既習事項：第２学年「三角形や四角形などの
図形」立体の面の形などの観察
・ 5⃝において，自由に船を作る段階で，頭の
中で描く立体を発泡スチロールボードで作成
できない児童が多くいることが考えられる。
そこで，イメージした立体を表現する手段と
して，ねり消しと工作用紙を用意した。想定
した使い方は，まず，イメージしている立体
をねり消しで作成する。この立体を観察する
ことで，作りたい船の構成要素である面の形
などが理解できる。そして，その立体を工作
用紙で作ってみる。ここで，さらにイメージ
する形に近づけるため，工作用紙で作ったも
のを立体のまま調整していく。これを分解す
ることで，その形から発泡スチロールボード
でも同じ形の船を作ることができる。
既習事項：第４学年「立方体，直方体などの
立体図形」見取図や展開図をかくこと，直線
や平面の平行や垂直の関係
・ 5⃝， 7⃝において船体を作る際，定規やコンパ
スなどを用いて二等辺三角形や正三角形を作
図したり，分度器を用いて角の大きさを測定
したり，必要な大きさの角を作ったりする。ま
た，垂直な線・平行な線の性質を用いて，様々
な形を作図することも必要となる。

既習事項：第３学年「二等辺三角形，正三角
形などの図形」，第４学年「角の大きさ」，「平
行四辺形，ひし形，台形」，第５学年「平面
図形の性質」
・ 5⃝， 7⃝において，見取図や展開図をかくこ
とを通して，辺と辺，辺と面，面と面のつな
がりや位置関係を調べることができる。また
8⃝において，周りの人達にわかりやすく伝え
るため，図を用いることができる。
既習事項：第５学年「立体図形の性質」
・ 8⃝において，人にわかりやすく伝える手段
の一つとして，表，グラフを用いることがで
きる。
既習事項：第４学年「資料の分類整理」
　見本で示す船の形 (写真１)や自分が作りた
い船の形は，直方体とは異なる未習の立体で
ある。それらの立体を自らの力で作れるよう，
今までに経験してきた立体の観察の方法を活
かし，立体の構成要素を把握させたい。
＜予想する船の形＞
　船らしい形として想定したのは，船の形１
のような立体である。この形において，船の
先端をぴったり合わせ，かつ上を揃えるのは
難しい。実際には，三平方の定理を用いるこ
とで，この形を作ることができた。
　まず底の五角形の部分を作ると，それに合
わせてそれぞれ側面の一辺が決まる。上に広
がるような形にするためには，これらの側面
の形を台形や平行四辺形にしなければならな
い。ここで三平方の定理を使えば，斜めの部
分の長さを決めることができる。
　船の形１を正確に作ることは難しいが，ね
り消しや工作用紙をもとにして考えていけば
十分に作れると考えた。さらに，台形や平行
四辺形などの既習の図形が現れるので，おり
をみて，この立体やこれに近い立体を作るよ
う指導したい。
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船の形１

　もう一つ想定した形は船の形２である。船
の形２では，底を丸くするために，細く切った
板をくっつけ合わせた。そこから先端までの
部分を作るため，まず上が揃うように直角三
角形を作り，さらにそれに合うよう，二等辺
三角形を作る。船の形２でも，直角三角形，二
等辺三角形など既習の図形を用いるので，こ
の立体についても考えられるよう配慮したい。

船の形２

＜展開の工夫＞
　本講座の展開を検討している段階で，船体
の素材として，牛乳パックを試してみた。し
かし，牛乳パックの場合，切ることも曲げる
ことも自在にできるため，なんとなく船の形
をイメージするだけで，簡単に船を作ること
ができてしまう。そこで，ある程度の不自由
さの中から船作りに関する問題点を見つけら
れるよう，発泡スチロールのカラーボードを

用いることにした。
　次に，牛乳パックと比べると，児童が発泡
スチロールの立体作りを行うことは難しいの
ではないかと考えた。そのため，イメージし
た立体を表現する手助けとして，講座を行う
際には，ねり消しや工作用紙を児童が自由に
扱える所に用意しておくことにした。
　また動力に関しては，銅パイプや真鍮パイ
プを用いる方が船を速く進ませることができ
る。しかしここでは，児童が自分でエンジン
となるコイルを作れるよう，柔らかいアルミ
パイプを用いることにした。
　このようにして，本講座では，児童が自由
に船体や動力を作ることのできる材料を扱う
ことにした。
　講座の最後には，自分がどのような考え方
を使ったのかを改めて振り返るため，また，そ
の考えを他にわかりやすく伝えられるよう工
夫するため，発表会を行うことにした。

3.実践結果
　以下の通りに実践を行った。
場所：岐阜県各務原市立中央小学校
日程：平成 20年 7月 29日,30日
対象：各務原市内の小学校 5,6年生 39名

3.1.全体の活動の様子
　目標に向かっての船の作成（ 5⃝）では，船
の形について考える児童やコイルの巻数やろ
うそくの本数を変えることに着目して考えを
進める児童などがおり,それぞれの児童が自
分なりに考え,様々な工夫をしていた。これに
ついては，組ごとの活動の様子で詳しく示す。
また,なかなかイメージ通りに作れずにいる児
童の中には,用意したねり消しや工作用紙など
を使い,立体の形を把握しようとする姿もみら
れた（写真２）。
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写真２

　意見交流（ 6⃝）の時間には,どのような船を
作ったのかを仲間に発表することで,自分が工
夫したところを改めて振り返る児童や, 自分
が工夫して良かったところやこうすれば良い
のではないかという改善策を,積極的に発言
する児童の姿も見られた。

船作りの最終調整（ 7⃝）のときには,広い場
所で改めて船の動きを観察することで新たな
問題点を発見し,その解決に向かい,時間の許
す限り努力し続ける児童の姿が多く見られた。

3.2.組ごとの活動の様子
＜１組＞
「速く，真っすぐ走り，かっこいい船を作ろ
う！」という目標のもと児童が作った船の一
部と，工夫した点を紹介する（写真３～７）。

写真３　　　　　　　写真４

・船のスピードを調　　・本物の船みたいに
整する所を工夫した。　底は丸く先はとがっ
・帆を付けてスピー　　た形。
ドを速めた。　　　　　・丸く作るために，
・重量バランスをし　　パーツをたくさん作
っかり取り，真っす　　ってはり合わせた。
ぐ走るようにした。

写真５

・ねり消しで，イメージした形を表した。
・工作用紙を用いた。
・速く進むように細く作った。

写真６　　　　　　　写真７

・先をとんがらせて，　・ていねいに作った。
水の流れを押し出す　　・すごくでかい船を
ようにした。　　　　　作って，しっかりと
　　　　　　　　　　　動くようにコイルを
　　　　　　　　　　　３重にしたり３個つ
　　　　　　　　　　　けたりして工夫した。

講座終了後の児童の感想
・「本当にいい船ができるかな？」と心配でし
たが，大学生の人にアドバイスをもらいなが
ら，速い船ができてうれしかった。
・目標に向かって，みんな速く真っすぐ超かっ
こいい船にしようと，がんばっていてうまく
できました。2日目の発表の時，上手くかま
ずに，はきはきと言えたのでよかったです。
・イメージした船を作ることをがんばった。い
ろいろ工夫して作ることができました。走っ
たときがとてもうれしかったです。
・2日間，少ない時間だったけど，チームで
がんばって作れたり，いろんな工夫をして楽
しく作れました。納得のいく船が作れてとて
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もよかったです。

＜２組＞
「もっと速くてかっこいい船を作ろう！」と
いう目標のもと児童が作った船の一部と，工
夫した点を紹介する（写真８～１２）。

写真８　　　　　　　写真９

・コイルの向きを変　　・船の下に板をはり
えたり，旗をつけたり　つけて，船を浮き上
コイルを２つにした　　がらせた。
ところを工夫した。　　・エンジンの数や形
・アルミ箔をろうそ　　に気をつけて考えた。
くにつけた。

写真１０

・コイルを２つにして，１つは普通の (２重巻
き)で，もう１つは４重巻きのものにした。
・曲面を作るために，ボードを細かく切って
貼り付けていった (右図)。

写真１１

・もっと速く走るようにコイルを３つにした。
・ろうそくの数を増やした。
→増やしすぎると速く進まない (右図)。

写真１２

・もっと立体的になるように，上の板と下の
板の大きさを変えた。
・エンジンを２つにしたりコイルをすきまや
穴から出したりした。

講座終了後の児童の感想
・改良してうまくいくのがとても楽しかった。
違う学校の子とふれあえて楽しかった。船が
速く進む所が見れてうれしかった。
・思うように船を作れたり，友だちの物を参考
にしたりして楽しかった。ポンポン船がなぜ
ポンポン船というのかも分かってうれしかっ
た。

＜３組＞
「速くて安定した船を作ろう。」という目標
のもと児童が作った船の一部と，工夫した点
を紹介する（写真１３～１７）。

写真１３

・速く進むように，ろうそくの数を増やした。
・船の横の部分を，曲線の形にした。
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写真１４　　　　　　写真１５

・コイルの巻数を増　　・エンジン，かじの
やした。　　　　　　　数を増やした。
・火力 (ろうそく)を　　・ろうそくを１８本
増やした。　　　　　　にした。→重くなっ
・両方にかじ。　　　　て前が沈んだ。
　小さい→○　　　　　・アルミ箔でコイル
　　　　　　　　　　　をつつんだら，一時
　　　　　　　　　　　的に速くなった。

写真１６

・速く長く真っすぐ走れるように，形を工夫
した。
・かじをまっすぐにつけて，水の抵抗をなく
した。
・コイルの先を，水の中に入るように曲げた。

写真１７

・速く，たくさん走れるようにした。
・展開図を作ったときに，台形が作れた。

・前の方をとがらせた。

講座終了後の児童の感想
・すごく形をよくして速い物を作れたからよ
かった。速い船を作れて，まっすぐ進む工夫
をのせれたし，かじもつけれたから，作る時
が楽しかった。
・自分の好きな船が作れたし，船が速く動く
ようになったので，よかったです。すごく楽
しかったです。
・設計や作るところがとても面白かったです。
○○くんと友達になれたのでよかったです。
またやってみたいです。

＜４組＞
「速くて○○船を作ろう！（かっこいい，どは
でな，かわった，かわいい）」という目標の
もと児童が作った船の一部と，工夫した点を
紹介する（写真１８～２１）。

写真１８

・先をとがらせて速く進むようにした。
・底の部分を台形にするために，まず長方形
を書いてから三角形を書いた。
・ろうそくの近くがとけてしまったので，そ
こに銀のテープをはった。

写真１９
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・三角にして，前からの風を受け流すように
して，後ろからきた風を受けれるようにした。
・長さをきっちり測って，ぴったりくっつく
ようにした。
・なるべく小さくし，軽く進むようにした。

写真２０

・船を小さくしたら火の力を強く受けれると
思ったので，前（午前中に作った船）よりも
小さくした。・辺と辺がぴったりくっつくよう
に工夫した (右図)。

写真２１

・作りたい形をねり消しで作った (右上図)。・
発泡スチロールを曲げることができなかった
ので，棒を１本１本重ねて作った。
・真っすぐ進ませるためにかじをつけた。→
初め小さく作ったけど，もっと太く長くした。

講座終了後の児童の感想
・1回目はあまりよくなかったけど，2回目は
とてもいい船ができた。○○ちゃんの船の上
にのるくらい，元気いっぱいで泳いでいた。
・丸くてかっこいい船が作れたのでよかった。
でも，発表の時，実験の時よりうまく速くて
真っすぐ走ってくれなかったので，すごくシ
ョックで残念でくやしかったけど，すっごく

楽しかった。
・何を作るときにでも，算数がたくさんあり
ました。私は，算数は苦手だけど，こういう
工作のような算数は楽しかったし，進んで考
えることができました。私は算数のことが少
し好きになって自分でもとてもうれしかった
です。あと，結構船は上手にできました。

＜５組＞
「さまざまな工夫をして速く進む船を作ろ
う。」という目標のもと児童が作った船の一部
と，工夫した点を紹介する（写真２２～２５）。

写真２２

・後ろの部分を魚のひれみたいにした。
・真っすぐ進むように，前を三角のようにし
たり，ひれみたいなのをつけた。
・前のかぶせた所をちょっとあげてみた。

写真２３

・コイルを，小さいものと大きいものを作っ
た。
・大きいコイルを３回巻いた。
・ろうそく５本にして，片側によせた。
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写真２４

１日目　　　　　　　　２日目
・魚の形の船にして　　・コイルを１つはず
みた。　　　　　　　　して，１つにし，船
・コイルを２つつけ　　を軽くした。
た。　　　　　　　　　・ろうそくをはじに
・コイルの巻く数を　　よせて，コイルによ
増やした。　　　　　　く当たるようにした。
・小さいコイルを上
につけた。

写真２５

・つなぎ目の部分がきれいに合うよう，形と
角度を工夫した。

講座終了後の児童の感想
・船を作るのがすんごーく大変だった。けど，
がんばったし面白かった。
・速く進んだ時はとてもうれしかった。また
同じようなのをやりたいと思った。
・かっこいいし，安定した速くまっすぐ進む
船を作れてよかった。速く進むようないろい
ろな工夫がよくてよかった。発表の時にいろ
いろ学べてよかった。
・自分の考えたことを作るとき，どうやった
ら速くなるか，どうやって工夫をするか，考
えるのがとても大変でした。

・思ったとおりにカラーボードを切るのは難
しかったし，どうしたら速く進むかを考えた
り，組み立てたり大変だったけど，最後に思っ
たとおりの物を作れたし，速く進む船が作れ
てよかった。楽しかった。

4.考察
本授業のねらいの達成度について考察する。

(a)目的意識をもち,主体的に船を作ることが
できる。
　組ごとの目標を決める際,あらかじめ小グ
ループ内で自分たちの作りたい船を考え,意
見として発表できる児童がいた。そして,児
童全員が,決めた目標を達成するために工夫
を重ねることができていた。また,昼休みや 2
日目の授業前にも,時間を惜しんで自ら進ん
で船作りを行う児童の姿が多く見られた。こ
のことから,このねらいは十分達成できたと
考える。
(b)これまでに身に付けた知識・技能を,活用
しようとすることができる。
　実践後行ったアンケートの中に,「どんな時
に算数の考え方を使いましたか？」という項
目を設けたが,算数の考え方を「二等辺三角形
や台形,五角形を作るときに使った」という回
答や「しっかり面の形を同じにし,平行にする
のが算数らしかった。」「（船の）展開図を作
るとき形などを考えられた。」などの回答が
得られ,児童全員が,それぞれの使った算数の
考え方を記入できていた。このことから,これ
までに学んできた算数の知識や技能を,船を作
るという一見算数とは関係のないように見え
る活動の中でも積極的に活用できていたので
はないかと考えられるため,このねらいは十
分に達成できたと考える。
(c)自分の考えや意見を相手にわかりやすく伝
えることができる。
　意見交流の時間では,どのような船を作っ
たのかを仲間に発表したり,自分が工夫して
良かったところやこうすれば良いのではない
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かという改善策を,積極的に発言する児童の姿
が見られた。また発表会では,児童全員が,自
分の船やチームのことについて話すことがで
きていた。しかし発表の際，見取図や展開図
など，図を用いて説明する児童はいたものの，
測った時間や速さを表やグラフに表す児童の
姿は見られなかった。このことから，児童は，
本講座ではこれらを活用することの良さを感
じられなかったのだろうと考えられる。その
ため，このねらいで示した能力を伸ばす機会
は与えられたが，十分ではないと考える。

5.今後の課題
　今回の実践では,算数的要素を立体に絞らな
かったため,扱う算数の考え方を児童に任せる
部分が大きくなってしまった。そのため,児童
それぞれが思う算数と本講座での活動とのつ
ながりは感じられたものの，算数的要素とし
て強調したかった立体とのつながりは，あま
り感じられなかった児童も少なからずいたの
ではないかと考えられる。今後は,試行錯誤す

るところをなるべく一つに絞り，算数的要素
が明確に感じられるような授業も作っていき
たい。
　また,この実践をふまえ,児童が,算数の楽し
さを知り目を輝かせる瞬間や,その良さを実感
し学ぶ意欲が高まるときを増やせるよう,算数
の楽しさや良さを感じられるような新たな教
材の開発に取り組んでいきたいと強く思って
いる。
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（資料１）
第１日目
過程 　　　　　　児童の学習内容　　 T1の指導・援助 　 T2の指導・援助
　　
　　
　　
　　
　　
導　
入

全○２日間を通して，船作りが目標である
　　ことを知る。
全○班分け（果物がりゲーム）
　　７,８人の大グループを作り，その後，
　　大グループ内で，２～３人の小グルー
　　プを作る。
グ○小：簡単な自己紹介，名札作り，グルー
　　　プ名決め
　　大：自己紹介をする。
　　（名前，学校（小グループ）名，好き
　　　な物　等）
　
全○問題提示
　　　　《船を作ろう。》

・班分け（果物
がりゲームの説
明）
　
　
　
　
・船を提示し，ど
うして進むのか
を説明すること
で，船に対する
興味・関心を持
たせる。

　
　
・各班に補助指導者を２
人つける。
・名札用の厚紙を配布す
る。
・自己紹介を盛り上げ
る。

　　
展　
開　
I 　
　　
１　
日　
目　
午　
前

グ○提示された船を作ってみる。
　・船が進むための動力であるコイルと　
　　ろうそくは用意されているものを使う。
　・発泡スチロール板を用いる。
　
　○実際に箱の中で走らせてみる。
　・船はどのような動き方をしているのか，
　　観察する。
　・仲間の船と比べながら，調整する。
　
　○学習プリントに，気づいたことやわかっ
　　たことを記入する。

・怪我，火傷を
した子どもがい
た場合の対応。

・船を作る際の注意事項
を言う。
・子どもが怪我，火傷を
しないよう，気を配る。
・時間内に船を作り終わ
るよう，様子を見ながら
手伝う。
　
・時間があれば，次にど
んな船を作りたいかも
考えさせ，午後につなげ
ていく。

　　
　　
展　
開　
II 　
　　
１　
日　
目　
午　
後

全○どんな船が作れそうか，考える。
　
グ○課題を設定し，課題追究に向かう。
　　《もっと○○な船を作ろう！》
　 1⃝どんな船を作るか，大グループ内で目
　　標を決める。
　・速い船　　　　・まっすぐ進む船
　・くるくる回る船・できるだけ大きな船
　　　　　　　　　　　　　　　　　　等
　 2⃝ねり消しや方眼紙を用いて，形を考え
　　てみる。
　 3⃝考えた形を，発泡スチロールで組み立
　　ててみる。

・昼休みの間に
樋とプールの準
備をしておく。
・船を改良して
いきたいという
課題意識を持た
せる。

・どんな船を作りたいか，
考えを積極的に発言で
きるような雰囲気をつ
くる。
・グループで決めた目標
を，学習プリントに書か
せる。
　
・船の形を思い描けずに
いる子どもには，まずは
ねり消しで作りたい形
を作ってみるよう促す。
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展　
開　
II 　
　　
１　
日　
目　
午　
後

　 4⃝出来上がった船を走らせ，目標に近づ
　　けるよう，工夫を重ねる。
　・もっと速く走らせるには，船体を細く
　　した方がいいのかな。
　・パイプは水面に近い方が勢い良く進む
　　かも。
　・まっすぐ走らせるためには，舵が必要
　　かも。
　 5⃝グループ内で反省会
　・どうすればもっと速く走るのか。
　・～したいんだけど，どうすれば良いと
　　思う？
　 6⃝片付け
個○感想記入
　・工夫した所をプリントに書き留めてお
　　く。
　・明日は何をしていきたいか，記入する。
全○振り返り・解散

・時間がきたら，
片付けの呼びか
けをしていく。

・走る船を見て，目標に
近づくためにはどのよ
うな所に注目すれば良
いか，考えさせる。
　
・小さい箱で走らせるの
に飽きてきた子がいた
場合，体育館横で実験さ
せる。その際，子どもが
注意事項を守るよう，気
を配る。
　
　
・船を工夫する時，随時
工夫した所，仲間に聞き
たい所を記入させてお
く。（ただし，強制はさ
せない。）

第２日目
過程 　　　　　　児童の学習内容　　 T1の指導・援助 　 T2の指導・援助
　　
展　
開　
III
　　
　２
　日
　目
　午
　前

全○本日の流れを確認する。
グ○昨日作った船をもう一度走らせてみて，
　　最終調整をする。
　
　
　
　
グ○発表のための資料作りをする。
　・模造紙に発表内容を記入する。
　・全員が発言できるよう，発表すること
　　を決める。

・本日の流れを
説明する。
（修正＋創作）
　
・樋とプールを
用意し，水を入
れておく。
・船作りの終わっ
てそうなグルー
プには，随時模
造紙を渡す。

・作った船に満足してい
る子どもには，仲間の船
作りを手伝ったり，コイ
ルを３重巻きにしてみ
るよう，促す。
・船作りが終わったら，
体育館（またはT１）の
所に模造紙を取りに行
く。
・必ず書くこと，書くと
良いことを説明する。

展　
開　
IV
　２
　日
　目
　午
　後

グ○発表会の練習
全○交流発表会
　・実際に船を走らせたり，模造紙を使う
　　などして発表していく。
　グ○片付け
個○アンケート記入
　
全○振り返り・解散

・発表の準備を
する。

・他の班の発表を静かに
聞かせる。


